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Ⅰ．研究の概要

(1)主題設定に関わる社会的背景

(2)研究主題と研究の方向性



①子供たちの生きる社会

(1)主題設定に関わる社会的背景



②求められる「生きる力」

(1)主題設定に関わる社会的背景

何を理解しているか，何ができるか
（知識・技能）

理解していること・できることをどう使うか
（思考力・判断力・表現力）

どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか
（学びに向かう力・人間性）

生
き
る
力



(1)主題設定に関わる社会的背景

③「学びに向かう力」とは



(1)主題設定に関わる社会的背景

④主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

主体的・対話的で
深い学びの
実現

教科等の特質 授業で身に付ける
べき学習内容児童生徒の実態



⑤指導と評価の一体化

(1)主題設定に関わる社会的背景

授業者

授業改善

学習者

次の学習へ

授

業
児童生徒の成果を
的確に捉える。

自分自身での
ふり返り

適切な場面や方法で評価



将来，成人した児童生徒が未来社会を力強く生き抜いていくためには，

学びに向かう力

未来を切り拓いていく力

質の高い授業の実践が不可欠

（２）研究主題と研究の方向性



（２）研究主題と研究の方向性

校内研究の活性化授業力の向上 と

• 学びに向かう力を育成するための授業改善

• 実践的指導力の向上を図るための教職員研

修の工夫・改善



Ⅱ．研究の柱とその内容

(1)研究の柱

(4)検証授業について

(3)今年度の研修講座について

(2)１年次の成果と課題

(５)指導案バンクの作成について



(1)研究の柱について

検
証
授
業
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②
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授業力の向上 校内研修の活性化



【成果】

＜研修講座＞
・授業改善の視点を整理し、学習過程や授業のポイントについ
てまとめた。

・担当所員実践から具体例を提示できた。
・「ミニ研修のパッケージ化」や「演習事例」を紹介すること
ができた。

＜検証授業＞
・ビデオによる事後検証を行うことができた。

(2)１年次の成果と課題



【課題】

・コロナウイルス感染症の蔓延の影響
→３年次計画だった研究を４年次計画に変更。
→資料配付による講座となってしまった。

・「管内連携を目指した指導案バンク」の作成にむけての
活動

(2)１年次の成果と課題

この状況の中で、どのように後志の教育に貢献できるか。



①６月２３日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

『教師も子どもも明日の授業が楽しみになる
１単位時間の授業づくりについて』



課題設定 「How課題」

「実現したい子供
の姿」カード

ラーニング・ピラミッド

①６月２３日 研修講座「学習指導」（授業づくり）



振り返りの充実

タイムマネジメント

①６月２３日 研修講座「学習指導」（授業づくり）



①６月２３日 研修講座「学習指導」（授業づくり）



旧来の「いいクラス」に
アクティブラーニングをプラス！



担当クラスの自治性を
アセスメント！



担当クラスを正しくアセスメントし，
「アクティブラーニング」を成立させ

る
学習規律を浸透させる方法を考え

ました！

クラスに合った学び方をマッチ
ング！



☆机間巡指
の仕方

☆目線の配り方
☆毎日ノートに
記録化

単元の中で
どの時間を
全員分記録
に残す評価
にするか、
決めておく



新学習指導要領における
各教科の学習過程

大きな枠組みで捉え直す

主体的・対話的で
深い学びにむけた
授業改善の視点

②10月15日 研修講座「学習指導」（授業改善）



１３の授業改善の視点

②10月15日 研修講座「学習指導」（授業改善）

「学びの具体例」
～具体的な教師の手立て



②10月15日 研修講座「学習指導」（授業改善）



板書型指導案に
授業改善の視点を

組み込み
具体的な場面を
チェックリストに

課題追求
課題解決
に焦点化し

自分の改善点を
発見する

活用例

②10月15日 研修講座「学習指導」（授業改善）



②10月15日 研修講座「学習指導」（授業改善） 受講者からの声

○教師による復唱が多い！

・つい自分が説明をしてしまう
・子どもの考えを取り上げすぎ
・言葉の足りない子についつけ足しをして
しまう
・「それってこういうことかい？」など口
に出てしまう

自分の授業をチェック

○子どもの言葉で！

・発表できる子をどうやって作っていくか？
・もっと問い返しをして、深める時間をつ
くる必要性
・生徒の考えをもっと引き出す

【講座を受けて】

・授業改善チェックリストをもちながら自分の授業
を視聴することで、改善点が明確になった。
・板書型指導案や授業改善チェックリストは、研修
等で活用したいと思った。



③６月２日 研修講座「校内研修」講義1

研究主題解決のための研究仮説や研究
計画の立て方

まとめ方と次年度へのつなげ方

研究討議の方法とファシリテーター



③６月２日 研修講座「校内研修」講義1



③ 6月2日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



③ 6月2日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



校内研修にかかわる課題・悩みの交流

③ ６月２日（水） 研修講座「校内研修」講義Ⅲ・演習

各学校から出された課題のテーマ分け

【校内研修に直接関わるもの】
○主題・副題・仮説について
○研修推進の手立て ○担当者としての不安
○負担の軽減 ○職員の年齢構成

【授業等全般にも関わるもの】
○ICT(特にタブレット)の活用 ○小中連携 ○新しい評
価(特に中学校)

○授業での「振り返り」
○(コロナ禍における)交流活動

参加者から出された課題や悩みについて、他の参加者から「自分の職場ではこのように取り組
んでいる」などの発言も多くあり、今後の研修の推進にむけたきっかけをつかめたと感じている。



(4)検証授業について
・今年度はコロナウイルス感染症対策の
ため、未実施。

(５)指導案バンクの作成について
・作成に向けて、指導案バンクのあり方の方向
性を話し合い、現在、利用開始に向けて、 調
整を進めている。



＜校内研修＞
〇当センター初の試みである、オンラインでの実施であった。
〇演習では、参加者の先生同士で課題や悩みに対する取組などを交流することで、
解決や改善の糸口をつかむことができた。

Ⅲ．研究の成果と課題

＜学習指導（授業改善）＞
〇主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の１３の視点を提示し「板書型指導案」と
具体的な教師の手立てを提案できた。

〇自分の授業実践を見直す「チェックリスト」を提案し、授業改善に有効なものになった。

＜学習指導（授業づくり）＞
〇１単位時間の課題解決型の授業づくりについて、説明により理解を深めたのち、実際に
指導案づくりを行ったことで、授業づくりのイメージをより明確にできた。

〇学級の実態にあった授業づくりについて、学習規律の側面からに迫ることができた。
また、指導と評価について、子どもを見取る視点から理解を深めることができた。



後志管内各校の
ＯＪＴに寄与できる

研修センターを目指して…



令和４年度後志教育研修センター
調査研究事業報告会

学習指導調査研究委員会

令和４年１月１２日

於：後志教育研修センター

ご静聴ありがとうございました。


